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［巻頭言］ 

 

 

学会誌 10周年によせて 

 

神沼 靖子 

 

最近，気になることの一つにオープンデータ

への信頼性とアクセス環境の安全性への過信

がある。情報・通信技術（ICT）は確かに進化

した。しかし，エンドユーザからはサイト情報

の真偽を確かめることなく，不安を抱くことも

なく利用しているという話を聞く。現実的には，

確かめる術もないのであろうが・・。 

ネットワーク環境のトラブルや犯罪の

ニュースを耳にする度に，「情報システムは

人々の生活に何を齎したのか？」について省み

る必要性をしばしば感じる。同時に，人間中心

の情報システムがどうあるべきか，ネット社会

における倫理の問題を含めて，学会誌 10周年

の機会に少し振り返ってみたい。 

そこで，今日の情報システムに繋がる過去か

らの学び～学会誌誕生から 10年～人間中心の

情報システムに向けた課題に焦点をあてるこ

ととしたい。 

20年前の教訓“災害時の情報システム” 

今年は阪神・淡路大震災から 20年というこ

とで，復興に関する報道に耳目を傾ける機会が

多々あった。箱モノ的な感覚での復興と人間活

動の観点での復興とのギャップが感じられ，あ

らためて人間中心システムとは何かを振りか

えることができた。 

この大震災の直後（1995.2.23）に，「災害と

情報システム」というタイトルで災害時システ

ムのありかたに関する座談会が開かれた。収録

内容は，災害と情報システム（bit，Vol.27，

No.6，pp.26-43，1995.6）というタイトルで

公開された。 

発案は浦昭二先生で，産と官の災害システム

に関わりの深い専門家や，大学等の情報システ

ム研究者が招集された。この座談会では，災害

時に活用したい情報システムとその開発方針

などが主な話題となった。たとえば， 

・ 受信したい情報は時間経過とともに変わ

る！ 

・ 安全にはお金をかける！ 

・ エキスパートに生きた情報を！ 

・ 情報システムの構築は経験の積み重ねで

ある！ 

・ 行政にはインフラ整備を！ 

・ 非常時にだけ動くシステムは意味がな

い！ 

・ 苦労の割に日の目を見ない危機管理シス

テムの構築！ 

などが取り上げられた。 

今でも鮮明に思い出されるのは，神戸市の中

心地で災害に遭った辻新六先生（司会者）によ

る「母親の過去の体験がとっさの避難行動に適

切に活かされた」という体験談であった。 

20 年前に語り合った災害時情報システムの

あり方は，その後の新潟中越沖地震，東日本大

震災においても共感された人間の情報行動の

本質に関する内容である。それは，大災害が教

えてくれた知恵でもあった。 

今日との違いは何かというと技術環境の変

化だけかも知れない。それは正に，普遍的な人

間指向の情報システムである。20 年を経た災

害情報システム環境には，多様なネットワーク
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技術や携帯可能な機器の出現があり，ハードシ

ステムの進化やアプリケーションの進化とと

もに，新たなグローバル技術などが常態化して

いる。 

学会誌の誕生 

情報システム学会の設立が 2005 年 4 月 23

日で，それから 1 年後の 2006 年 3 月 30 日に

は情報システム学会誌 第 1 巻 第 1 号が発行

された。 

学会設立の前年に準備委員会が立ち上がり

「人間中心の情報システム」や学会誌のあり方

についての議論が繰り返された。2005.3.19付

けの「情報システム学会誌投稿規程（原案 Ver. 

2005-03-19版）」，2005.3.26付けの「情報シス

テム学会論文査読規定（原案 第 1.3版）」が今

も手元に残っている。そこには，「学会誌はオ

ンラインジャーナルとして刊行する」ことも明

記されているのである。 

学会設立後の理事会でも，委員会や研究会に

関する議論が続けられ，研究成果を公表する場

について最優先に検討すべきであるとの方針

が決まった。こうして，ジャーナル編集委員会

が正式に発足し，初代編集委員長として山本喜

一先生が就任された。速やかに編集に関する諸

規定が制定され，情報システム学会誌は JISSJ

（Journal of Information Systems Society of 

Japan）と呼ばれることになった。 

学会誌発行 10年の歩みと評価 

「情報システム学を専門領域とする研究成

果を公表する機会」と，「情報システム学会の

社会的認知」とを旗印にして，編集委員会の活

発な活動が始まった。そして，ジャーナル

JISSJ の第 1 号には，たった 1 件ではあった

が論文が採録された。 

筆者も編集委員会のメンバーとして最初か

ら関わってきた（途中，編集委員長（２代目）

としての苦労も体験した）。そんな訳で，この

10 年の歩みを振り返って自己評価せよとの役

割がまわってきたのであろう。胸を張って「こ

んなに立派に成長しました」と云えるような成

果ではないが，あらためて JISSJ に目を通し

て概観をまとめてみた。表１には，論文と一般

記事を含むジャンルごとの掲載数のみを整理

しておく。 

ジャンルの枠組みとして，論文（論文，小論

文，サーベイ論文，事例報告論文など），解説

（論説に近い文），記事（ニュース，文献紹介，

討論など），講演（招待講演，特別講演などの

録音記録など），提言，およびその他（巻頭言，

研究会報告など）がある。 

巻（号）欄のカッコ内には発行された号数を

記している。第 1 巻から第 3 巻までは，年１

回の発行であり，第 4巻から第 10巻は年 2回

の発行であった（ただし，第 10巻の第 2号は

本号に該当するため，表１はその掲載数を含ん

でいない）。 

表１ 学会誌 10年の歩み 

巻（号） 論文 解説 記事 講演 提言 他
１（１） 1 2 1 1 3
２（１） 2 1 2
３（１） 1 1 3
４（１・２） 6 2 2 3
５（１・２） 2 4 2 4 5
６（１・２） 2 6 7 2
７（１・２） 6 2 2
８（１・２） 1 3 4 2
９（１・２） 2 3 3 2
１０（１） 2 4 6

ジャンル

 

論文を重視した学会誌であったが，表１の

データを集計すると，解説（29件），講演の記

録（28件）に比して，論文数（17件）はかな

り下回っていることが分かる。いわゆるジャー

ナルとしては，この状況は由々しきことである。

論文の採択率は 3割弱，しかも投稿数が 10年

間で 60件余りという実績は聊か寂しい。編集

委員会としてこの根源的な理由をしっかりと

分析し，次の活動に反映しなければなるまい。 

この 10年間に，情報社会における人間活動

の価値観の変化があり，情報システム環境の変

化もあった。それでも欠番はなく，（遅々とし

た歩みではあったが）学会誌の発行は継続でき

た。教育や人材育成，研究活動の現場から得ら

れた知が，論文や解説記事という形で学会誌に

蓄積できたことを“好し”としたい。 

来たる 10年への課題 

学会の顔ともいえる学会誌は，会員の研究成
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果や実践的なプロジェクトへ取り組みの成果

を発表する場である。同時に学会誌は，学会か

ら社会に対する態度表明や提言の場でもある。 

研究者にとっては，学会誌は業績評価のため

の重要な資産であるが，読者にとって JISSJ

がどれだけ役立っているかという観点では如

何だろうか。 

他者から引用された JISSJ の文献は（他学

会のジャーナルで参照されることも含めて）ど

のくらいあるのだろうか？ 今は殆ど目にする

ことはないが，次の 10年間で JISSJがどの程

度参照されるようになったかのデータをサー

ベイしてみたいと思う。 

近年，オープンデータ，オープンアクセスの

サービスが常態化される時代になったが，当学

会でもジャーナル発行時に掲載論文の目次や

アブストを広報するサービスがあってもよい

のではないだろうか。それが定期的に学会誌を

覗きにいくきっかけになると嬉しい。 

クラウドやビッグデータを扱う技術は進化

し，科学技術研究に関する大量の文献情報が分

野を超え組織を超えてリンクされる時代と

なった。公開された学術情報にどのような観点

でリンクを張るのか，そこから得られる新たな

知を如何に効果的に活用できるようにするの

かがこれからの課題となろう。 

教育や人材育成の現場でもアクティブラー

ニング，MOOC などのようなオープン教育，

オープン教材への注目が高まっている。ビジネ

スと ITを融合するカリキュラムでもイノベー

ションの項目が注目されている。このような多

様化の中で，ビッグデータがますます巨大化す

ることは目に見えているとして新たな扱い方

の模索も始まっている。 

分野を超えた“ものづくり”では新たな発想

を産み出す実践的教育や総合的な教育が重視

されるとともに，技術が生まれた歴史的な背景

に関する学びの場についても分野を超えた情

報資源が注目されるようになってきた。 

ICT を活用する情報システムの利便性が高

まる一方には，新たなネットワーク犯罪などの

負の資産もあり，地球規模でのリスクに対応す

る必要性が問われている。さらに，次世代技術

の担い手を育成するために，未知なる問題の発

見力と問題解決力が重視されている。 

新たな 10年は課題が山済みである。それは

学会誌の内容にも多大な影響を及ぼすことに

なろう。 

若い研究者たちの新鮮なアイデアと有用な

成果で，この学会誌が埋められることを期待し

たい。 
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